
資料-203①公共用水域の水質測定方法

項 目 測 定 方 法

水素イオン譲度 JISK0102 12.1 

溶存酸素量 JISK0102 32 

生物化学的酸素要求量 JISK0102 21 

化学的酸素要求量(アルカリ性法) 告示第四号別表2.27備考E

化学的酪素要求量(酸性法) JISK0102 17 

浮遊物質量 告m第四号付表g

大腸菌数 告示第59号付表10

大腸菌群数 告示第四号別表2.1(1)ア備考4

nーへキサン抽出物質 告示第59号付表第14

カドミウム JISKOI02 55.2. 55.3又は55.4

全シアン
JISKOI02 38.1.2(JIS羽田備考11を除〈。以下同じ。)及び382、38.1.2及び38.3、又は38.1.2及び38.5
又は付表1

鉛 JISKOI02 54 

JISK0102 65.2 (JISK0102 652.2且び65.2.7を除く。)に定める方法(ただし、次の1から3までに掲げる増
合にあっては、それぞれ川、ら3までに定めるところによる0)1 JISKOI0265.2.1に定める方法による場
合原則として光路長田mmの吸収セJレを用いるζと。2 JISK010265.2.3、65.2.4又は652.51二定める

六個'J口ム 方法による場合(JISKOl回目的備考11のb)による場合に限る0)鼠料に、そ田，.度が基準値相当分

(0.02m./L)増加するように穴偏ヲロム標準渡を添加して添加回般事を求め、その値が70-120%であ

ることを確留すること。3 JISK010265.2.61こ定める方法により汽水)1.1ま海水を測定する場合 21=定
めるとζろによるほか、JISK017O-7の7のa)又l孟b)に定める操作を行うニと。

批素 JISK0102 61.2. 61.3又は61.4

給水銀 告示第四号付表Z

アルキル水銀 告示第四号付表3

PCB 告示第四号付表4

ジヲロロメ聖ン JISK0125 5.1、5.2)1.は5.32

四塩化炭素 JISK0125 5.1、5.2、5.3.1、 5.4.1又は5.5

1.2ージヲロロエ11ン JISK0125 5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2

1.1ージウロロヱチレン JISK0125 5.1. 5.2)1.1<1:5.3.2 

シス・1.2・ジウロロエチレン JISK0125 5.1、5.2)1.は5.32

1.1.トトリウロロ~11ン JISK0125 5.1、5.2.5.3.1、 5.4.1又は5.5

1.1.2ートリウロロエ事ン JISK0125 5.1、5.2、5.3.1、 5.4.1)1.は5.5

トリウロロ工チレン JISK0125 5.1、52、5.3.1、 5.4.1又は5.5

テトラウロロエチレン JISK0125 5.1、52、5.3.1.5.4.1)1.は5.5

1.3ジウロロブロペン JISK0125 5.1、5.2)1.は5.3.1

チウラム 告不第四号付表5

シマジン 告軍第四号付表6第1又は第2

チオベンカル7 告軍第四号付表6第1)1.1立第Z

ベンゼン JISK0125 5.1. 5.2又は5.32

セレン JISKOI02 67.2.67.3又は67.4

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
「硝殴性窒素JJISKOI0243.2.1、43.2.3、43.2.5)1.は432.6
「亜硝酸性窒素JJISK010243.1 

JISK0102 34.1 (JIS34の備考1を除<0)若しくは34.4(妨害となる物質としてハロゲン化合物又はハロゲ
ン化水素が多量に含まれる試料を測定する場合にあっては、蒸留試薬溶液として、水約2凹 mLに硫

酸10mL、りん酸60mL且ぴ温化ナトリウム10.を溶かした溶遭とゲリセリン250mLを混合し、水を加え
ふっ素 てl，OOOmLとしたものを用い.JIS K0170-6の6図2注記のアルミ=ウム溶液のラインを追加する0)

に定める方法又はJIS34.1.Ic)(注(2)第三文及びJIS羽田備考1を除く。)に定める方法(懸濁物質及び
イオンヲロマトグラフ;去で妨害となる物質が共存しないことを確認Lた場合にあっては、これを省略す

るζとができる。)且ぴ告示第59号付表7

ほう素 JISK0102 47.1.47.3)1.は47.4

1.4ージオキサン 告宗第59号付表8

アンモヱア性窒素 JISK0102 42.2)1.は42.6

亜硝酸性窒素 JISK0102 43.1 

硝酸性窒素 JISK0102 43.2.1、43.2.3、43.2.5)1.は43.2.6

全窒素 JISK0102 45.2. 45.3、45.4又は45.6(JIS45の備考3を除し)

リン酸鎗リン JISK0102 46.1 

全リン JISK0102 46.3(JIS46の備考Sを除く。)

全亜鉛 JISK0102 53 

ノーJL，..7Iノ-J~ 告示59号付表11

直鎖アルキルベンゼンスJレホン酪且びその塩 告ホ59号付表12

ウロロホルム JISK0125 5.1、5.2)1.は5.3.1

トヲンスー1，2-":;ヲロロエチレン JISK0125 5.1、5.2)1.は5.3.1

1.2ージヴロロプロパン JISK0125 5.1、5.2)1.は5.3.1

p_':'';ヲロロベンゼン JISK0125 5.1、5.2)1.は5.3.1

イソキサチオン 環水規第121号 付表S第1)1.は第2

ゲイアジノン 環水規第121号付表t第1)1.は第2

フヱートロチオン(MEP) 環水規第121号付表'第1)1.は第2

イソブロチオフン 環水規第121号付表1第t又は第2

オキシン銅I(有機銅} 環水規第121号付表2

ヲロ白書ロール(TPN) 環水規第121骨付表t第1又は第2

プロピザミド 環水規第121号付表'繁1)1.は第E

ジヲロルポス(DDVP) 螺*規第121号付表t第1)1.は第2

フェノブカルブ(BPM口) 環水規第121号 付表'第1)1.は第2

イプロベンホス(IBP) 環水規第121号付表3第1)1.は第2

クロルートロフヱン(CNP) 環水規第121号付表t第1)1.は第2

トル工ン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.2

キシレン JISK0125 5.1、5.2)1.は5.32

711)レ酸ジヱチルヘキシル 環*規第121号付表3第1)1.は第2

エッケル JISKOI02 59.3又は環水規第121号付表4若しくは付表5

モリブデン JISK0102 68.2)1.1ま環水規第121号付表4若レ<1立付表5

塩化ピヱルモノマー 水質汚濁に係る人の健康の保健に関する環境基準等の施行等について(HI6.3.31環境省)付表1

工ピウロロヒドリン 水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について(HI6.3.31環境省)付表2

全マンガン
JISK0102 56.2. 56.3. 56.4又は56.5(準備操作は規格によるほか、海水など塩類を書く吉む試料を

分析する場合にあっては‘必要に応じ試料を希釈することとする。)

ウラン
水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について(HI6.3.31環境省)付表4
第1又は第2

アンチモン
水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について(HI6.3.31環境省)付表5
第九第2又は第3

トリハロメタン生成能 環境庁告示30号(平12.2.14改定)別表

塩化物イオン JISK0102 35又はよ本鼠験法

陰イオン界面活性剤 JISK0102 30.1 

ウロロフィJレーa 海洋観測指針〔吸光光康法・蛍光光度法))1.はよ水鼠験法

EPN 環水規第121号付表1第1)1.は第E

TOC JISK0102 22.1又は222

N-BOD JISK0102 21 備考1

溶解性BOD JISK0102 21準拠(ヲロロフ引いaの測定と同じ油紙を使用}

漕解性COD JISK0102 17準拠(ヲロロフィル-aの測定と同じ溜紙を使用}

、注1) 藩存殴素量1=ついては、現場Lて固定4 震を実施した。
(注2) 告示第四号とは、昭和46年12月28日付環境庁告示第四号を示す.
(注3) 有効数字は2桁とし、3桁目以下を切り槍てる。ただし、水素イオン温度及び塩化物イオン(海域)を除く。

(注4) r公共用水場の監視結畢」中の略記は次のとおり。
m 環境基準値を超える検体数 n 総検体数 民。壇場基準値に適合しない回数 y:総測定回数 k:下限値以上の検体数
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「ロ"U..，..，・J

定量下限値 単 位

0.5 mglL 

0.5 mglL 

0.5 mglL 

0.5 mglL 

mglL 

CFU/1帥 nL

1.8 MPN/l00mL 

0.5 mglL 

0.001 mglL 

0.1 mglL 

0.005 mglL 

日01 mglL 

0.005 mg/L 

0.0005 mglL 

日0005 mglL 

0.0005 mglL 

0.002 mglL 

日0002 mglL 

0.0004 mglし

0.002 mg/L 

0.004 mglL 

0.0005 mg/L 

日0006 mg/L 

0.001 mglL 

日0005 mglL 

0.0002 mglL 

日0006 mglL 

0.0003 mglL 

0.001 mglL 

。口口1 mg/L 

0.002 mglL 

0.015 mg/L 

0.08 mglL 

0.02 mglL 

0.005 mg/L 

0.05 mg/L 

0.005 mg/L 

0.01 mglL 

0.05 mglL 

0.003 mglL 

0.003 mglL 

0.001 mg/L 

0.00006 mglし

0.0006 mg/L 

0.006 mglL 

0.004 mg/L 

0.006 mg/L 

0.02 mgIL 

0.0008 mglL 

0.0005 mgIL 

0.0003 mglL 

0.004 mgIL 

0.004 mglし

。.005 mg/L 

0.0008 mglL 

0.0008 mg/L 

0.003 mglL 

0.0008 mglL 

0.0001 mg/L 

0.06 mg/L 

0.04 mg/L 

0.006 mg/L 

0.001 mglL 

0.007 mg/L 

0.0002 mg/L 

0.00004 mg/L 

0.02 mg/L 

0.0002 mg/L 

0.002 mg/L 

0.001 mg/L 

z mg/L 

0.05 mg/L 

0.001 mg/L 

0.001 mgIL 

0.5 mglL 

0.5 mg/L 

0.5 mg/L 

0.5 mg/L 



資料-203②地下水の水質測定方法

項 目 測定方法 定量下限値

水素イオン濃度 JISKOI02 12.1 

カドミウム JISKOI02 55.2、55.3文は55.4 0.001 

全シアン
JISKOI02 38.1.2(JIS38の備考11を除〈。以下閉じ。)及び38.2.38.1.2及び38.3、文は38.1.2及

0.1 
ぴ38.5文は付表1

鉛 JISKOI02 54 0.005 

JISKOI02 65.2 (JISKOl 02 65.2.2及び65.2.7を除く。)に定める方法(ただし、次の1から3までに掲

げる場合!こあっては‘それぞれ1から3までに定めるところによる。 )1 JISKOI0265.2.1に定める
方法による場合原則として光路長50mmの吸収セルを用いること。2 JISKOI02 65.2.3、65.2.4

六価クロム
又は65.2.5に定める方法による場合(JISKOI0265.の備考11のb)による場合に限る。)鼠料に、

0.01 
その濃度が基準値相当分(0.02mg!L)増加するように六価ウロム標準液を添加して添加回収率
を求め、その値が70-120怖であることを確認すること， 3 JISKOI02 65.2.61こ定める方法により
宍水又は海水を測定する場合 2に定めるところによるほか、JISKOI70-7の7のa)文はb)に定

める操作を行うこと。

証t素 JISKOI02 61.2又は61.3又は61.4 0.005 

総水銀 告市第59号付表2 0.0005 

アルキル水銀 告示第59号付表3 0.0005 

PCB 告示第59号付表4 0.0005 

ジクロロメ聖ン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.2 0.002 

回塩化炭素 JISK0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5 0.0002 

ヴロロエチレン 告市第10号付表 0.0002 

1.2ージヲロロ:1:;ン JISK0125 5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2 0.0004 

1.1ージタロロエチレン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.2 0.002 

1.2ージヴロロエチレン 『シスー1.2ージウロロエチレン』及び「卜7ンスー1.2ージヲロロエチレン』の項目で定める方法 0.004 

シスー1.2ージクロロエチレン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.2 0.002 

トランス-1.2ージウロロエチレン JISK0125 5.1. 5.2文は5.3.1 0.002 

1，1.1ートリウロロ:1:;ン JISK0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1文は5.5 0.0005 

1，1，2トリクロロエ告ン JISK0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1文は5.5 0.0006 

トリウロロエチレン JISK0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5 0.001 

Tトフウロロエチレン JISK0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5 0.0005 

1，3ージヴロロブロベン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.1 0.0002 

チウフム 告示第四号付表5 0.0006 

シマジン 告示第四号付表6第1又は第2 0.0003 

チオベンカルブ 告示第59号付表6第1又は第2 0.001 

ベンゼン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.2 0.001 

セレン JISKOI02 67.2、67.3文は67.4 0.002 

硝酸性窒素及び亙硝酸性窒素 『豆硝酸性窒素」及び「硝酸性窒素」の項目で定める測定方法 0.015 

亙硝酸性窒素 JISKOI02 43.1 0.005 

硝酸性窒素 JISKOI02 43.2.1 43.2.3 43.2.5又は43.2.6 0.01 

JISK0102 34.1 (JIS34の備考1を除<，)若しくは34.4(妨害となる物質としてハロゲン化合物文は
ハロゲン化水素が多量に含まれる試料を測定する場合にあっては、蒸留試薬溶液として、水約
2∞mLlこ硫酸10mしりん酪60mL及び塩化ナトリウム10gを溶かした溶液とグリセリン250mLを

ふっ素 混合し、水を加えて1.000mLとしたものを用い‘JISK0170-6の8図2;'主記のアルミニウム溶液 0.08 
のラインを追加する。)に定める方法又はJIS34.1.1c) (注(2)第三文及びJIS34の備考1を除く。)
に定める方法(懸濁物質及びイオンヲロマトグラフ法で妨害となる物質が共存しないことを確箆
した場合にあっては、これを省略することができる。)及び告示第59号付表7

ほう素 JISKOI02 47.1 47.3文は47.4 0.02 

1.4ージオキサン 告示第59号付表8 0.005 

クロロホルム JISK0125 5.1、5.2又は5.3.1 0.006 

1.2ジヲロロプロパン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.1 0.006 

pージウロロベンゼン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.1 0.02 

イソキサチオン 環水規第121号付表1第1又は第2 0.0008 

ダイアジノン 環水規第121号付表1第1又は第2 0.0005 

フヱートロ子オン(MEP) 環水規第121号付表1第1文は第2 0.0003 

イソプロチオラン 環水規第121号付表1第1文は第2 0.004 

オキシン銅 環水規第121号付表E 0.004 

ウロ回世ロール(TPN) 環水規第121号付表1第1又は第2 0.005 

プロピザミド 環水規第121号付表1第1又は第2 0.0008 

EPN 環水規第121号付表1第1文は第2 0.001 

ジウロルボス(DDVP) 環水規第121号付表1第1又は第2 0.000自

ヲヱノブカルブ(BPMC) 環水規第121骨付表1第1文は第2 0.003 

イプロベンホス(lBP) 環水規第121号付表1第1文は第E 0.0008 

クロルートロフr;.，(CNP) 環水規第121号 付表1第1文は第E 0.001 

トルエン JISK0125 5.1、5.2又は5.3.2 0.06 

キシレン JISK0125 5目1、5.2又は5.3.2 0.04 

フ;ル酸ジ王子ルへキシル 環水規第121号付表3第1又は第E 0.006 

ーツケル JISKOI02 59.3文は環水鏡第121号付表4若しくは付表5 0.001 

モリブデン JISKOI02 68.2又は環水規第121号付表4若しくは付表5 0.007 

アンチモン JISKOI02 62.2又は環水規第121号 付表B 0.002 

エピヲロロヒドリン
水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について(HI6.3.31環境省)の

0.00004 
付表2に掲げる方法

全マンガン JISKOI02 56.2、56.3、56.4文は56.5 0.02 

ウラン
水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準等の施行等について(HI6.3.31環境省)の

0.0002 
付表4第1文は第21こ掲げる方法

(注1) 告示第59号とは「水質汚濁に係る環境基準J(昭和46年12月28日環績庁告示第59号)を、告示第10号とは「地下水の水質汚濁に係る環境基準
についてJ(平成9年3月13日環鏡庁告示第10号)を示す。

(注2) 有効数字は2桁とし、3桁目以下を切り姶てる。ただし、水素イオン濠度を除く。
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~ ......1J十皿

単位

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg!L 

mg!L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg!L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg!L 

mg/L 

mg/L 

mg!L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg!L 

mg/L 

mg!L 

mg/L 

mg!L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg(L 

mg(L 

mg!L 

mg!L 

mg!L 

mg!L 

mg!L 

mg!L 

mg(L 

mg/L 

mg!L 

mg!L 

mg!L 

mg!L 

mg!L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg/L 

mg!L 

mg/L 

mg/L 



資料-204汚濁負荷量調査結果

調査箇所大倉ダム

調査期間令和5年9月

測定項目、、単¥位調査他、局、、調査目
+里平 +開橋

測定時刻 9:20 10:15 

採取位置
流心 流心
(中央) (中央)

採取水深 m 。。 。。

天候 晴れ 晴れ

降雨状況(※) xOx xOx 

気温 ℃ 21.0 24.4 

水温 ℃ 17.0 18.7 

臭気 無臭 無臭

濁り 無し 無し

色相 無色 無色

流量 m'J/s 1.52 1.59 

流量 m3/day 131，328 137，376 

水素イオン濃度 7.3 7.4 

溶存酸素量 mg/L 9.4 9.3 

生物化学的酸素要求量 mg/L <0.5 く0.5

化学的酸素要求量 mg/L 1.2 1.3 

溶解性化学的酸素要
mg/L 1.0 1.2 

求量

浮遊物質量 mg/L <1 

大腸菌数 CFU/l00mL 22 42 

大腸菌群数 MPN/l00mL 33 130 

全窒素 mg/L 0.08 0.13 

全リン mg/L 0.004 。∞3

硝酸性窒素及び
mg/L 0.065 0.10 

亙硝酸性窒素

硝酸性窒素 mg/L <0，005 <0.005 

亙硝酸性窒素 mg/L 0.06 0.10 

アンモニア性窒素 mg/L く0.05 <0.05 

塩化物イオン mg/L 2 3 

りん酸性りん mg/L く0.003 。∞3

ヲロロフィ)~a mg/L <0.001 <0.001 

TOC mg/L <0.5 く:0.5

透視度 cm >50 >50 

南沢 湯川 横川 定議橋
最下流 最下涯 最下流 下流

10:40 11:36 9:15 10:04 

流心 流心 流心 流心
(中央) (中央) (中央) (中央)

。。 。。 0.0 。。

日青れ 晴れ 曇り .り

xOx xOx xOx xOx 

21.0 21.7 20.2 23.3 

18.1 16.8 16.8 17.8 

無臭 無臭 無臭 無臭

無し 無し 無し 無し

無色 無色 無色 無色

0.32 0.41 2.17 3.19 

27，648 35，424 187，488 275，616 

7.4 7.5 7.5 7.5 

9.2 9.4 9.9 9.5 

<0.5 く0.5 く0.5 く0.5

2.2 1.4 1.4 1.3 

2.1 1.1 1.1 1.3 

く1

100 52 42 98 

490 130 790 1100 

0.10 0.10 日10 日12

0.006 。∞5 0.006 0.006 

0.065 0.085 0.065 0.085 

<0，005 <0∞5 <0，005 <0.005 

0.06 0.08 0.06 0.08 

<0.05 く0.05 <0.05 く0.05

2 2 2 2 

く0.003 <0∞3 く0.003 0.003 

<0.001 <0∞1 く0.001 <0.001 

1.0 く0.5 0.5 0.6 

>50 >50 >50 >50 

、"一※右から採水目前々目、前日、当日の3日分を示す(O:lmm以上の降雨あり、 X:lmm以上の降雨なし)

204 

高見沢(定 高見沢(定 上山崎 大倉大橋
着排水流 議排水流 滝の上繍 堰ノ沢橋

パス停前
日向橘

申央
ずム出口

入前) 入後)

令和5年9月20日

10:43 11:02 8:10 8:44 9:19 9:47 8:12 10:25 

流心 流心 流心 流心 流心 流心 上層 上層
(中央) (中央) (中央) (中央) (中央) (中央) (表層) (表層)

。。 。。 。。 。。 。。 目。 。。 。。

曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り

xOx xOx xOx xOx  xOx xOx xOx xOx 

22.2 23.8 20.8 22.7 25.1 26.4 24.1 28.4 

20.1 22.3 17.2 19.3 17.2 18.2 25.1 26.4 

無臭 下水(微) 無臭 沼沢(徴) 沼沢(微) 沼沢(微) 沼沢(微) 青草(微)

無し ほとんど 無し 無し 無し 無し ほとんど ほとんど
無し 無し 無し

無色 賞色(淡) 無色 無色 無色 無色 黄色(淡) 賞色(淡)

0.03 0.02 3.58 0.09 0.02 0.01 

2，592 1，728 309，312 7，776 1，728 864 

7.4 7.7 7.5 7.6 7.6 7.6 8.2 8.2 

9.0 8.7 10 9.2 9.2 9.4 9.5 8.9 

く0.5 0.5 く0.5 く.0.5 <0.5 く0.5 1.4 1.0 

4.5 6.3 1.6 2.4 2.1 2.6 3.5 3.1 

3.9 4.5 1.4 2.0 1.8 2.4 2.8 2.7 

3 13 <1 2 2 

130 120 自3 120 110 220 <1 3 

92∞ 9200 2200 1700 5400 14ω 790 170 

0.15 0.32 日12 日11 日14 0.19 0.19 0.15 

0.011 0.52 0.007 0.019 0.028 0.027 0.015 0.012 

0.035 0.11 0.085 0.065 日10 口14 く0.015 <0.015 

<0，005 <0005 <0，005 <0∞5 <0.005 <0，005 <0005 <0，005 

0.03 日11 日日日 0.06 日10 日14 <0.01 <0.01 

く0.05 <0.05 く0.05 <0.05 く0.05 く0.05 <0.05 く0.05

3 17 3 9 3 3 4 4 

0.006 0.51 0.005 0.014 0.026 0.021 <0.003 く0.003

く0.001 0.001 〈口口口1 〈日∞1 く0.001 <0.001 0.011 0.003 

2.1 2.7 0.6 1.0 0.9 1.2 1.6 1.5 

>50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 



資料-205河川・海域の底質調査結果

M
O印

酸 C 全 全 n 力 鉛 枇 総 全 硫 含 5宣
粒化 。窒 燐 ド 素 水 ク {ヒ 7.1< 熱

項目 pH 
1-Sa EEL D 素 f、 、『句 銀 ロ 物 率 減 度

:n:; キ ウ ム 量 組

電 サ ム
成

位 ノ‘ 

抽 粗 中 細 粗 中 細
ン

粘
調査地点名 H20 KCI 出 礁 楳 確 砂 砂 砂

Jレ
土

物 分 分 分 分 分 分
ト

分
質 分

(mV) (mg/kg) (mg!kg) (mg/kg) (mg/kg) (mg!kg) (mg!kg) (mg/kg) (mg!kg) (mg!kg) (mg/kg) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

広瀬川 三橋 6.9 5.7 522 く2000 70 150 120 く0.05 4.7 5.4 0.03 6 く20 21 1.2 2.6 13.1 9.4 22.8 42.2 8.9 0.5 0.5 

名取川 袋原堰下 6.7 5.6 118 25000 970 340 430 く0.05 7.7 9.2 0.06 7 <20 49 5.8 。。 。。 1.5 2.1 16.3 48.4 14.7 17.0 

河

熊川 皿屋敷橋 6.9 6.2 274 5100 270 220 340 く0.05 4.7 4.9 0.01 7 く20 27 2.1 2.2 16.3 7.3 20.1 39.7 10.8 2.0 1.6 

福田大橋 6.7 6.3 286 く2000 150 170 120 く0.05 2.5 5.7 0.01 3 く20 30 2.0 。。 2.3 3.3 11.2 46.7 34.7 0.9 0.9 

)11 七北田川

高砂橋 6.9 6.3 109 15000 620 290 520 く0.05 18 14 0.05 7 <20 38 4.0 。。 。。 。。 1.1 26.4 41.7 13.4 17.4 

梅田川 福田橋 7.0 6.2 325 <2000 90 280 210 く0.05 5.5 6.2 0.03 3 <20 26 1.9 。。 5.7 7.1 10.6 66.4 9.6 0.2 0.4 

内 港 7.4 7.6 82 7200 320 210 160 く0.05 2.9 8.9 0.02 20 く20 32 4.0 。。 。。 。。 0.8 20.2 64.9 6.1 8.0 

内 港 2 7.4 7.5 44 22000 1600 490 470 く0.05 7.6 11 0.08 18 く20 56 7.9 。。 。。 。。 0.3 9.4 46.5 14.7 29.1 

内 港 3 ~t 7.8 7.8 40 3300 210 170 200 く0.05 2.2 5.7 0.01 9 <20 27 2.8 。。 。。 0.1 0.5 47.0 44.9 3.4 4.1 

海 内 港 4 内 7.5 7.5 69 23000 2200 600 690 く0.05 9.6 12 0.12 13 <20 65 10.0 。。 。。 。。 0.3 14.1 19.1 15.2 51.3 

外 港 7.8 7.7 72 57000 3100 780 1200 く0.05 11 15 0.16 15 <20 70 13.3 。。 。。 。。 0.1 0.3 6.6 55.2 37.8 

外 港 3 7.8 7.6 86 2600 270 350 50 <0.05 3.4 13 0.02 14 <20 27 4.0 。。 。。 。。 0.8 9.7 70.9 8.5 10.1 

蒲 生 2 7.7 7.5 17 25000 1500 640 220 く0.05 8.5 15 0.13 12 <20 53 8.5 。。 。。 。。 0.1 0.1 4.9 73.6 21.3 

蟻 蒲 生 3 7.8 7.6 29 4000 300 290 49 <0.05 3.4 11 0.03 7 く20 29 3.4 。。 。。 。。 0.2 14.9 70.7 6.4 7.8 

荒 浜 3 7.6 7.7 43 49000 2700 930 1100 く0.05 9.7 17 0.17 15 く20 65 11.6 。。 。。 。。 0.1 0.1 5.0 67.1 27.7 

荒 j兵 4 7.8 7.6 9 16000 1000 560 300 く0.05 7.6 13 0.11 16 く20 44 6.8 。。 。。 。。 0.1 1.5 9.1 72.0 17.3 

井 土 4 7.7 7.4 15 23000 1500 650 520 く0.05 8.6 15 0.14 12 <20 52 8.7 。。 。。 。。 0.1 0.1 4.7 74.3 20.8 

調査日:河川令和5年9月26日、 10月18日、19日、20日 海域令和5年9月20日



資料一206①地下水概況調査結果(環境基準項目・要監視項目)
単位:mg/L

よ:立五ご11:
青葉区 宮城野区 若林区

5740-35 5740-37 5740-27 

R5.10.3 R5.10.5 R5.10.4 

水温 17.8 22.2 16.6 

pH 5.6 8.2 6.4 

カドミウム 0.003 <0.001 くO目001 <0.001 

全シアン 検出されないこと ND ND ND 

鉛 0.01 0.008 くO目005 く0.005

六価クロム 0.02 <0.01 く0.01 <0.01 

枇素 0.01 <0.005 <0.005 く0.005

総水銀 0.0005 <0.0005 く0.0005 <0.0005 

アルキル水銀 検出されないこと

PCB 検出されないこと ND ND ND 
環

ジクロロメタン 0.02 <0.002 〈日目002 <0.002 

四塩化炭素 0.002 く0.0002 〈日目0002 <0.0002 

境 クロロエチレン 0.002 く0.0002 <0.0002 く0.0002

1，2ージクロロエタン 0.004 く0.0004 <0.0004 く0.0004

基 1，1-ジクロロエチレン 0.1 く0.002 <0.002 く0.002

1，2ージクロロエチレン 0.04 く0.004 〈日目004 <0.004 

1，1，1ートリクロロエタン <0.0005 〈日目0005 <0.0005 
準

1，1，2-トリクロロエタン 0.006 <0.0006 〈日目0006 <0.0006 

トリクロロエチレン 0.01 く0.001 〈日目001 く0.001

項 テトラクロロエチレン 0.01 く0.0005 く0.0005 0.0016 

1，3ージクロロプロペン 0.002 く0.0002 <0.0002 く0.0002

目
チウラム 0.006 く0.0006 <0.0006 く0.0006

シマジン 0.003 く0.0003 〈日目0003 く0.0003

チオベンカルブ 0.02 く0.001 く0.001 <0.001 

ベンゼン 0.01 く0.001 く0.001 く0.001

セレン 0.01 <0.002 く0.002 <0.002 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 1.9 0.019 3.4 

ふつ素 0.8 く0.08 0.09 く0.08

ほう素 く0.02 <0.02 0.06 

1.4ージオキサン 0.05 く0.005 く0.005 く0.005

クロロホルム 0.06 <0.006 く0.006 く0.006

1，2ージクロロプロパン 0.06 <0.006 く0.006 く0.006

p -ジクロロベンゼン 0.2 く0.02 く0.02 く0.02

イソキサチオン 0.008 く0.0008 <0.0008 <0.0008 

ダイアジノン 0.005 く0.0005 <0.0005 <0.0005 

フェニトロチオン(MEP) 0.003 く0.0003 <0.0003 く0.0003

イソプロチオフン 0.04 く0.004 <0.004 く0.004
要 オキシン銅(有機銅) 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 

クロロタローJレ(TPN) 0.05 く0.005 <0.005 く0.005

監 プロピザミド 0.008 く0.0008 <0.0008 <0.0008 

EPN 0.006 く0.001 <0.001 <0.001 

視
ジクロルポス(DDVP) 0.008 く0.0008 <0.0008 く0.0008

フェノブカルブ(BPMC) 0.03 く0.003 く0.003 く0.003

イプロベンホス(IBP) 0.008 く0.0008 <0.0008 く0.0008

項 クロ)(.，ニトロフェン(CNP) <0.001 く0.001 <0.001 

トルエン 0.6 <0.06 <0.06 く0.06

目 キシレン 0.4 く0.04 <0.04 く0.04

フタル酸ジエチルヘキシル 0.06 く0.006 <0.006 <0.006 

ーツケル く0.001 く0.001 <0.001 

モリブデン 0.07 く0.007 <0.007 く0.007

アンチモン 0.02 く0.002 <0.002 く0.002

エピクロロヒドリン 0.0004 <0.00004 <0.00004 <0.00004 

全マンガン 0.2 く0.02 0.16 く0.02

ウフン 0.002 く0.0002 <0.0002 く0.0002

(注1)環境基準項目については基準値、要監視項目については指針値である。

(注目 NDは、検出されなかったことを示す(告示第10号別表備考第2)。
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太白区 呆区

5740-27 5740-46 

R5.10.4 R5.10.5 

16.1 18.9 

7.1 6.3 

く日目001 <0.001 

ND ND 

<0.005 く0.005

く0.01 <0.01 

<0.005 く0.005

く0.0005 <0.0005 

ND ND 

くO目002 く0.002

く0.0002 く0.0002

く0.0002 く0.0002

<0.0004 く0.0004

<0.002 く0.002

<0.004 <0.004 

<0.0005 <0.0005 

<0.0006 く0.0006

<0.001 く0.001

く0.0005 <0.0005 

く0.0002 く0.0002

く0.0006 く0.0006

<0.0003 <0.0003 

く0.001 <0.001 

く0.001 く0.001

く0.002 く0.002

0.49 1.7 

0.10 く0.08

0.06 0.02 

く0.005 <0.005 

く0.006 <0.006 

く0.006 く0.006

く0.02 く0.02

<0.0008 く0.0008

<0.0005 く0.0005

<0.0003 く0.0003

く0.004 <0.004 

く0.004 <0.004 

く0.005 く0.005

く0.0008 <0.0008 

<0.001 <0.001 

<0.0008 く0.0008

く0.003 く0.003

く0.0008 <0.0008 

く0.001 <0.001 

く0.06 く0.06

く0.04 く0.04

<0.006 <0.006 

0.001 <0.001 

く0.007 く0.007

く0.002 <0.002 

<0.00004 <0.00004 

く0.02 く0.02

<0.0002 <0.0002 



資料-206②地下水概況調査結果(環境基準項目)
単位 mg/L

『嗣~査~項~目」・基区準・値二、次指メ針ッ値シュコー~ド・~調査~日
青葉区 青葉区 青葉区 宮城野区 若林区 太白区 太白区 太白区 泉区 泉区

5740-36 5740-36 5740-35 5740-37 5740-27 5740-27 5740-35 5740-26 5740-46 5740-46 

R5.10.17 R5.10.3 R5.10.3 R5.10.17 R5.10.17 R5.10.4 R5.10.17 R5.10.4 R5.10.17 R5.10.5 

水温 15.1 17.1 18.4 22.8 15.3 17.8 18.0 17.8 15.0 19.7 

pH 7.7 7.4 6.3 7.2 7.0 6.7 7.0 6.7 6.8 6.4 

カドミウム 0.003 <0.001 <0.001 <0.001 く0.001 <0.001 く0.001 <0.001 く0.001 <0.001 <0.001 

全シアン 横出されない』と ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

鉛 0.01 く0.005 <0.005 く0.005 <0.005 く0.005 く0.005 く0.005 く0.005 <0.005 く0.005

六価クロム 0.02 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01

砥t素 0.01 <0.005 く0.005 <0.005 <0.005 <0.005 く0.005 く0.005 <0.005 0.008 く0.005

総水銀 0.0005 <0.0005 <0.0005 く0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 く0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 

アルキル水銀 樟幽されないこと ND ND ND ND ND 

環
PCB 検出されない』と ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

ジクロロメタン 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 く0.002 <0.002 く0.002 <0.002 く0.002

四塩化炭素 0.002 く0.0002 <0.0002 <0.0002 く0.0002 <0.0002 く0.0002 <0∞02 く0.0002 <0.0002 く0.0002

境 ク口口エチレン 0.002 く0.0002 く0.0002 く0.0002 く0.0002 く0.0002 <0.0002 <0.0002 く0.0002 <0.0002 く0.0002

1，2ージクロロエタン 0.004 く0.0004 <0.0004 く0.0004 く0.0004 く0.0004 く0.0004 <0.0004 く0.0004 <0.0004 く0.0004

基 1，1ージクロロエチレン 0.1 <0.002 <0.002 く0.002 く0.002 <0.002 <0.002 く0.002 <0.002 <0.002 く0.002

1，2ージクロロエチレン 0.04 <0.004 く0.004 く0.004 <0.004 く0.004 <0.004 く0.004 <0.004 く0.004 <0.004 

1，1，1-トリクロロエタン く0.0005 く0.0005 <0.0005 く0.0005 <0.0005 <0.0005 く0.0005 <0.0005 く0.0005 く0.0005
準

1，1，2-トリクロロエタン 0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 く0.0006 <0.0006 く0.0006 <0∞06 く0.0006 く0.0006 く0.0006

トリクロロエチレン 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 く0.001 <0.001 く0.001 <0.001 く0.001

項 Tトフクロロエチレン 0.01 く0.0005 <0.0005 く0.0005 く0.0005 く0.0005 く0.0005 く0.0005 く0.0005 <0.0005 く0.0005

1，3ージクロロプロペン 0.002 <0.0002 く0.0002 く0.0002 く0.0002 <0.0002 <0.0002 〈日∞02 く0.0002 <0.0002 <0.0002 

目
チウフム 0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 く0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 く0.0006 <0.0006 

シマジン 0.003 <0.0003 <0.0003 く0.0003 <0.0003 く0.0003 <0.0003 く0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 

チオベンカルブ 0.02 <0.001 く0.001 く0.001 く0.001 く0.001 <0.001 く0.001 く0.001 く0.001 <0.001 

ベンゼン 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 く0.001 <0.001 <0.001 <0.001 く0.001

セレン 0.01 <0.002 <0.002 <0.002 く0.002 <0.002 <0.002 く0.002 く0.002 <0.002 く0.002

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 2.3 0.48 1.5 1.7 7.1 2.5 3.2 5.8 0.24 1.4 

ふつ素 0.8 く0.08 。.08 く0.08 く0.08 く0.08 く0.08 く0.08 く0.08 <0.08 <0.08 

ほう素 0.02 0.02 0.02 0.08 0.05 0.09 0.02 0.04 <0.02 <0.02 

1.4ージオキサン 0.05 <0.005 <0.005 く0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 く0.005 <0.005 

(注)NDは、検出されなかったことを示す(告示第10号別表備考第2)。

207 



資料-207①地下水継続監視調査結果
単位:mg/L

調、査、、項、目 ー 基区準・=値次メョシュ、・、調~査、因

宮城野区 太白区 泉区

5740-37 5740-26 5740-36 

R5.7.25 R5.7.24 R5.7.24 

水温 18.0 18.1 17.0 

pH 7.6 7.5 6.2 

硝酸性窒素及び亙硝酸性窒素 10 19 14 15 

E硝酸性窒素 <0.005 <0.005 <0.005 

調、、査~項、目』 ・基区準.値~メF シ斗、・、調、査、 日

青葉区 宮城野区 若林区

5740-36 5740-37 5740-27 

R5.7.24 R5.7.25 R5.7.25 

水温 15.5 16.8 18.0 

pH 6.7 8.0 8.0 

枇素 0.01 0.024 0.009 0.033 

資料一207②地下水汚染井戸周辺地区調査結果
単位:mg/L

調査項目

水温

pH 

枇素 0.Q1 

208 

若林区 泉区

5740-27 5740-36 

R5.7.25 R5.7.24 

19.3 17.4 

7.7 9.0 

0.022 0.022 



資料-208公共用水域水質・底質のダイオキシン類監視結果

区 水質 底質

分
水域名 調査地点名

(pg-TEQ/L) (pg-TEQ/g) 

大倉川 大倉川上流 滝の上橋 0.058 0.46 

広瀬川(1) 鴫合橋 0.060 0.26 
広瀬川

広瀬川(2) 愛宕橋 0.061 2.40 

名取川上流 深野橋 0.058 0.37 
名取川

河 名取川中流 栗木橋 0.067 0.70 

JII 福岡大堰 0.061 1.3 
七北田川上流

七北田橋 0.066 0.45 
七北田川

七北田川中流 福田大橋 0.15 0.76 

萱場川 萱場川最下流 0.13 0.38 

梅田川 福田橋 0.44 1.0 

湖 大倉ダム ダムサイト 0.059 1.8 

沼 七北田ダム ダムサイト 0.060 3.9 

仙台港地先海域(甲) 内港4内 0.063 5.9 

海 外港3 0.060 0.72 

域
仙台港地先海域(乙)

蒲生3 0.061 0.62 

仙台港地先海域(丙) 荒浜3 0.059 8.3 

環境基準値 150 

調査日(河川・湖沼):令和5年9月26日~令和5年10月20日

調査日(海域) 令和5年9月20日

資料-209地下水のダイオキシン類監視結果

区 二次メツ 水質

分
調査地点名 シュコード (pg-TEQ/L) 

青葉区 5740-36 0.058 

地
宮城野区 5740-37 0.059 

下 若林区 5740-27 0.058 
水

太白区 5740-35 0.058 

泉区 5740-46 0.064 

環境基準値

調査日 :令和5年10月17日

209 



資料一210有機スズの実態調査結果

1.海域調査(水質)

調査対象物質

2.海域調査(底質)

調査対象物質

(単位 μg/L) 調査日:令和5年9月20日

(単位 μg/g) 調査日:令和5年9月20日

210 


